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都市計画情報の高度化に向けた技術検討方針（全体像）

１データ整備

都市計画データ整備
の効率化／高度化

２データ利活用

多分野連携を見据えた
都市計画データの

あり方検討

３オープン化

都市計画決定情報の
オープンデータ化

テーマ 検討メニュー

■技術検討１-③
都市計画標準仕様に準拠したデータ試作

■技術検討１-①
外部データ等の活用による都市計画データ
整備の効率化・高度化に向けた
ケーススタディ

■技術検討１-②
都市計画データの標準描画仕様の検討

■技術検討２-①
「不動産ID」との連携を見据えた
土地利用ポリゴンの作成手法の検討

■技術検討2-②ｂ
「都市計画決定データ」の３D表示

■技術検討2-②a
「法定図書」のオンライン縦覧に向けた
技術検討

■技術検討３
「都市計画情報」の二次利用リスクの検討

課題・問題

➀データ整備の費用負担が大
②更新周期が長く、まちの変化を捉えられない

■都市計画部局単独のデータ整備の課題

■市町村ごとに表現様式が統一化されてなく
広域での比較や都市間比較が困難

■「都市計画データ標準製品仕様書」の技術
的な検討及び整備手順の確認

■土地利用ポリゴンの定義が市町村ごとで
異なるため不動産IDとの連携が困難

・地図の縮尺による境界線の精度
■電磁データ等による「縦覧」の位置づけが
不明確

■法定図書としての精度管理や表現の課題

・高さ規制などの状況は２Dでは把握が困難

■２Dでは把握が難しい高さ規制情報等の
都市計画情報の可視化

■都市計画決定情報のオープンデータ化
・個人情報保護上のリスク
・情報公開による新たな紛争の顕在化

検討の概要（課題への対応）

・課税部局データ・建築確認申請データを活用した都市計
画データ整備の効率化及び高度化（精度UP・短周期化）

■庁内連携による、データ整備の効率化・高度化

■都市計画決定情報・都市計画基礎調査標準描画仕様
・都市計画決定情報／都市計画基礎調査データの図化のため
の線の種類、太さ、色、凡例等の標準仕様を提示

■CityGMLによる都市計画基本図／都市計画基礎調査／都
市計画決定データの試作と仕様の検証

・標準製品仕様に準拠した都市計画データのメリット確認

■多様な土地利用ポリゴンの作成パターンに対する
ID連携のための課題と最適な作成方法について検討

■不動産IDと都市計画データを連携したUCの検討

■運営上の課題への対応
「法定図書」のオンライン縦覧の位置づけを明確にする
■技術的課題への対応

WebGIS上での境界線の表示方法等の検討

■３D都市モデルと都市計画規制、建築基準
法等の規制情報の3次元可視化について技術検討

■都市計画決定データのオープンデータ化における
留意点の整理

・免責条項等の二次利用のルール等



課税部局データ

技術検討１-➀外部データ等の活用による都市計画データ整備の効率化・高度化に向けたケーススタディ

検討メニュー

建築確認申請データ

検討概要とアウトプットイメージ

■「固定資産課税台帳」の属性情報（用途・構造・面積等）による建物現況データの更新
・運営上の課題検討：課税データの「目的外利用」等の考え方の整理
・技術上の課題検討：費用削減効果等の検証

■庁内の既存の測量成果を活用した、都市計画基本図の整備・更新
・課税部局の測量成果等を活用した都市計画基本図の更新事例について紹介
・費用削減効果・測量計画の部局間調整等について事例ベースで紹介（例）浜松市、札幌市

■課税部局の1/1000のGISデータ（建物：家屋現況図／土地：地番現況図）とハイブリット化
による共用空間データの整備

・全庁連携によるデータ整備スキームと費用削減効果・精度向上（1/2500⇒１/1000)
（例）宗像市の都市計画基本図等の整備

１
都市計画基礎調査の

効率化
（建物現況データ）

２
都市計画基本図

整備・更新の効率化

３
都市計画基本図
都市計画基礎調査
整備・更新の
効率化／高度化

ガイダンス2章
-活用パターン別のスキームと事例を紹介
-都市計画部局の単独整備時と比較した
費用削減効果

ガイダンス2章 データ整備編
-課税部局データ利用時の考え方の整理
(目的外利用、個人情報保護上の課題等）

１
都市計画基礎調査
（建物現況データ）

の更新

■建築確認申請データのデジタル化及び図面情報等をGIS化（位置情報付与等）による、
都市計画基本図データ、都市計画基礎調査データの更新への活用に向けたケーススタディ

・建築確認申請データ／建築概要書のGIS化（位置情報付与）と都市計画GISとの連携によ
る
建物情報の効率的な更新事例を紹介（例：船橋市）

ガイダンス2章 データ整備編
-建築確認申請データを活用した都市計画
基礎 調査データの整備・更新事例の紹介
(例）船橋市

ガイダンス4章 システム用編
-都市計画GIS（システム）と建築情報シ
ステムと連携機能について紹介

ガイダンス６章 今後の展望
-データ整備の海外先進事例をコラムとして
紹介

（将来検討）建築確認申請データのGIS化
地図情報整備のためのあり方検討

課題・問題

・建物利用現況調査における、現地調査（用途・構造
建物の現存・滅失の確認等）のコスト大

・都市計画基本図更新のための航空測量の費用が大
・庁内で重複して測量している等、無駄なコスト発生

・都市計画基本図更新のための航空測量の費用が大
・庁内で重複して測量している等、無駄なコスト発生

２
都市計画基本図
都市計画基礎調査

自動更新

・建物現況データの更新周期を短くしたい
・防災計画のための耐火構造等の情報を付与したい

・建物現況データのリアルタイムでの自動更新が
したい

■将来の都市計画データの更新スキームとして、建築確認申請データの図面データ等の
GIS化による都市計画基本図／都市計画基礎調査データの自動更新等の技術動向を収集整理

・韓国の確認申請データによる更新スキーム、シンガポール等のBIMによる確認申請制度
・BIM２GIS（ISO 19166)関連事例調査



技術検討1-②都市計画データの標準描画仕様の検討（本日の報告事項）

・都市計画情報の全国均質的な整備に向けて、都市計画決定情報（都市計画図書等）及び
都市計画基礎調査項目の凡例・描画に係る標準様式を検討

１
都市計画決定情報
標準描画仕様

２
都市計画基礎調査

データの
標準描画仕様

■都市計画決定情報（法定図書）における区域ポリゴン等の境界線の種類、色・ハッチン
グ等の表現様式の検討
・国・自治体の既存文献資料を収集・それらをベースに検討

■検討方針
・境界線の種類については、都市計画区域、行政界、各種区域の境界線について線種指定
（ディスプレイ表示：PT 印刷表示：mm等の線の太さも検討）
・用途地域等の面データの配色・ハッチングパターンについて検討
（用途地域の色指定）
国のH５の用途地域の色指定（マンセル色票系）をベースに、CMYK、RGBの数値指定

・それ以外の配色については、自治体の関連文献および実施要領の関連項目等の様式を
参考に検討

・都市計画実施要領のデータ項目（建物現況・土地利用現況等）の境界線の表現様式検討
・国・自治体の既存文献資料を収集・それらをベースに検討

■検討方針
・境界線の種類については、都市計画区域、行政界、各種区域の境界線について線種指定
（ディスプレイ表示：PT 印刷表示：mm等の線の太さも検討）
・建物現況・土地利用現況の配色については、国の実施要領（S61）の色指定をベース
にCMYK、RGBの色を数値指定

・それ以外のデータ項目については、自治体資料をベースに検討

・都市計画データ標準製品仕様で統一化
・都市計画基礎調査実施要領で統一化
ー標準描画仕様・凡例の掲載
ー境界線の線種、太さ（PT、ｍｍ）
ー配色パターン（CMYK、RGB）

・標準描画仕様スタイルシートファイル作成
・都市計画情報Viewerとの連携（相談）

検討メニュー 検討概要とアウトプットイメージ 実施要領の改定イメージ



STEP01
国・都道府県関連資料収集

技術検討1-②都市計画データの標準描画仕様の検討

検討フロー

・用途地域に関する描画仕様通知
・都市計画データ作成要領（鹿児島県等）
・都道府県の実施要領

STEP02 
関連資料の横並び比較

・都道府県の実施要領の中の位置図の
縮尺、配色、境界線（種類・太さ・色）が
規定されている項目について比較・検討

STEP03
描画仕様項目の検討

・共通・共通的に規定されている描画仕様を検討
（例：土地利用現況／建物利用現況等）
化されている仕様については採用

STEP04
実施要領の改訂案作成

・改定案の作成（4回目にサンプル提示）

アウトプットイメージ



STEP01 国・都道府県の関連資料の収集

6

（１）都計画決定情報

〇都市計画標準化ガイドライン（H12)

〇「用途地域の種別の色について」建設省都市局都市計画課（H５）

・用途地域の種別の色についてJIS規格の色の表示方法
（マンセル色票系）に従って指定。都道府県通達



STEP01  国・都道府県の関連資料の収集
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〇鳥取県「都市計画図の作成及び取扱い要領」（R３改訂）

・都市計画に定められた地域地区や都市
施設などを示す都市計画図について、
表示内容等の統一を図り適切な更新・
管理を行うため策定

・S60年に市区町村の都市計画図の様式
を統一化するため標準凡例をベースに
RGB値などGISへの対応

STEP01 国・都道府県の関連資料の収集



STEP01 国・都道府県の関連資料の収集状況
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〇鹿児島県「都市計画運用指針」（H16・H28改訂）

・県の実情を踏まえた都市計画の
運用の考え方を示すものとして，
平成16年11月に策定し，平成28
年3月に改訂して公開

・平成16年に、市区町村の都市計
画図の様式統一化のため県主導
で凡例の標準化を実施

STEP01 国・都道府県の関連資料の収集
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（２）都市計画基礎調査

STEP01  国・都道府県の関連資料の収集

〇国_都市計画基礎調査実施要領（S62）

・調査成果を図やグラフ等の視覚情報として処理することを目的として土地利用現況、建物利用現況等の項目ごとに色・線種などを指定し
た凡例を記載

土地利用現況 建物用途別現況 建物構造別現況

STEP01 国・都道府県の関連資料の収集
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〇千葉県_都市計画基礎調査実施要領

STEP01 国・都道府県の関連資料の収集
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STEP02・03  国・都道府県の描画仕様を比較・仕様化項目の検討

（１）都道府県の実施要領の描画仕様を比較

項目 掲載件数 全体数

縮尺 28（57％） 49

ジオメトリ 3（６％） 49

描画仕様 28（57％） 49

描画仕様 24（49％） 49

※受領なし・掲載なし：13県（奈良県は市で提出）→12県

都道府県別の描画仕様策定状況47都道府県＋２市町村の実施要領を比較

土地利用現況の描画仕様の比較結果

※京都府 南部 北部 それぞれ掲載
※奈良県 県 市町村 それぞれ掲載

項目 掲載件数

RGB値同一 6件

RGB値は異なるが同系列色 28件

全く異なる仕様 1件

・描画仕様としては、国の実施要領の図面例の凡例の色を採用
（RGB値を抽出）

都道府県の7割以上が国の実施要領の描画仕様を採用
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C0302 土地利用現況

➀

③

➀背景図の縮尺
・1:10,000、または、1：2,500（追加）
→建物や不動産IDとの連携のための精度

②ジオメトリ―
・敷地ごとに「土地利用ポリゴン」を作成

③「凡例」の追加
・用途別の土地利用ポリゴンの色指定
「面」色指定（RGB）
「縁」色指定（RGB）
「面」パターン・ハッチング

（種類・色）

②

STEP04  実施要領の描画仕様（案）の作成



■実施要領への描画仕様の追加
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C0401 建物利用現況
建物階数別現況図
建物構造別現況図
建築年別現況図
建物高さ別現況図

➀

➀背景図の縮尺
・1：2,500の地形図

②ジオメトリ―
・「建物ポリゴン」データを作成

③「凡例」の追加
・建物ポリゴンの色を指定
「面」色指定（RGB）
「縁」色指定（RGB）
「面」パターン・ハッチング

（種類・色）

②

③

STEP04  実施要領の描画仕様（案）の作成
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➀C0401 建物利用現況
建物階数別現況図
建物構造別現況図
建築年別現況図
建物高さ別現況図

➀背景図の縮尺
・1：2,500の地形図

②ジオメトリ―
・「建物ポリゴン」データを作成

③「凡例」の追加
・建物ポリゴンの色を指定
「面」色指定（RGB）
「縁」色指定（RGB）
「面」パターン・ハッチング

（種類・色）

②

③

③

③

STEP04  実施要領の描画仕様（案）の作成
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今後の検討課題

・土地利用現況・建物利用現況以外の項目についての描画仕様の検討

・新しい描画仕様に準拠した図版の差し替えとガイダンス・別冊への反映

・QGIS等の描画仕様のスタイルシートファイルの作成・オープン化



• 目的

• 都市計画標準仕様に準拠したデータ試作

都市計画データ 試作対象 試作内容

都市計画基本図 建物外形線

道路・鉄道

注記

地図記号

DMからの変換

都市計画基礎調査 建物利用現況（GIS）

人口規模（CSV）

人口規模（メッシュ）

GISフォーマットからの変換

エクセルからの変換

エクセルからの変換

都市計画決定情報 都市施設（都市計画道路）

地区計画

都市計画施設図からのデジタイズ、GISフォーマットからのデータ変換

都市計画図書からのデジタイズ、GISフォーマットからのデータ変換

検討方針1-③_都市計画データ標準製品仕様書に準拠したデータ試作



都市計画基本図－建物外形線・道路・鉄道・注記・地図記号

QGISでの表示イメージ
（注記は表示位置に注記文字列を表示し、地図記号は、シンボルに記号の画像ファイルを適用している。）



都市計画基礎調査－C0401建物利用現況（GISデータ）

QGISでの表示イメージ

タグで指定された属性（基礎調査の項目）



都市計画基礎調査－C1001人口規模（調書）

エクセルでの取込イメージ
（分かりやすいようにセルに着色）

ヘッダ部分

CSV形式



都市計画基礎調査－C1001人口規模（メッシュ）

QGISでの表示イメージ

<core:cityObjectMember>

<Population gml:id="populationH291">

<gml:name>503055701</gml:name>

<lod0MultiSurface>

<gml:MultiSurface>

<gml:surfaceMember>

<gml:Polygon>

<gml:exterior>

<gml:LinearRing>

<gml:posList>89706.81 -34429.2109 0 89936.83 -34139.06 0 

90168.93 -34427.54 0 89938.92 -34717.69 0 89706.81 -

34429.2109 0</gml:posList>

</gml:LinearRing>

</gml:exterior>

</gml:Polygon>

</gml:surfaceMember>

</gml:MultiSurface>

</lod0MultiSurface>

…略…

<total>1910</total> 

<populationByAgeAndSex>

<PopulationByAgeAndSex>

<ageAndSex>0101</ageAndSex>

<number>1910</number>

</PopulationByAgeAndSex>

</populationByAgeAndSex>

…略…

</Population>

</core:cityObjectMember> CSV形式



都市計画決定情報－都市施設（都市計画道路）

QGISでの表示イメージ

CSV形式

<core:cityObjectMember>

<urf:TrafficFacility>

<gml:name>放射第33号線</gml:name>

<urf:function codeSpace="Common_urbanFacilityType.xml">3011</urf:function>

<urf:validFrom>1964-02-07</urf:validFrom>

<urf:validFromType codeSpace="Common_validType.xml">3</urf:validFromType>

<urf:custodian>建設省</urf:custodian>

<urf:notificationNumber>建告第148号</urf:notificationNumber>

<urf:lod1MultiSurface>… 略 …</urf:lod1MultiSurface>

<urf:number>放33</urf:number>

<urf:startLocation>千代田区丸の内三丁目</urf:startLocation>

<urf:endLocation>新川二丁目</urf:endLocation>

<urf:viaLocations>江戸橋三丁目</urf:viaLocations>

<urf:length uom="m">1700</urf:length>

<urf:width uom="m">22</urf:width>

<urf:urbanRoadAttribute>

<urf:UrbanRoadAttribute>

<urf:roadType codeSpace="UrbanRoadAttribute_roadType.xml">2</urf:roadType>

<urf:structureType

codeSpace="Common_trafficFacilityStructureType.xm">4</urf:structureType>

</urf:UrbanRoadAttribute>

</urf:urbanRoadAttribute>

</urf:TrafficFacility>

</core:cityObjectMember>



都市計画決定情報－地区計画

QGISでの表示イメージ

<core:cityObjectMember>

<urf:DistrictPlan>

<gml:name>自由が丘第12地区地区計画</gml:name>

<urf:function codeSpace="Common_districtPlanType.xml">1</urf:function>

<urf:validFrom>1994-09-01</urf:validFrom>

<urf:validFromType codeSpace="Common_validType.xml">3</urf:validFromType>

<urf:custodian>宗像市</urf:custodian>

<urf:lod1MultiSurface> …略… </urf:lod1MultiSurface>

<urf:boundary>

<urf:Boundary>

<urf:function codeSpace="Boundary_function.xml">32</urf:function>

<urf:lod1MultiCurve>…略…</urf:lod1MultiCurve>

</urf:Boundary>

</urf:boundary>

<urf:location>宗像市自由ヶ丘南４丁目の一部</urf:location>

<urf:objectives xlink:href="https://www.city.munakata.lg.jp/w028/040/040/060/320/0201.pdf"/>

<urf:policy xlink:href="https://www.city.munakata.lg.jp/w028/040/040/060/320/0201.pdf"/>

…略…

</urf:DistrictPlan>

</core:cityObjectMember> CityGML形式

Boundary.function=32 （道路区域界）



データ試作 都市計画基本図

QGISでの表示イメージ

注記は表示位置に注記文字列を表示し、地図記号は、シンボルに記号の画像ファイルを適用している。



技術検討2-➀ 不動産IDと連携を見据えた土地利用ポリゴンの作成手法の検討

■土地利用ポリゴンは、「敷地」の明確な定義が存在
せず、自治体ごとに独自の基準でバラバラで整備

■不動産IDとの連携するための標準的な土地利用単位
の定義が必要

■検討方針
・土地利用現況データの土地利用ポリゴンの最小単位のパターン別に実際の
自治体データを収集して、それぞれについて不動産IDとの紐づけを検

■土地利用ポリゴンの最小単位のパターン
①敷地ポリゴン（建築確認申請データ）
②敷地ポリゴン（独自）
③筆ポリゴン （地番図）
④筆ポリゴン （14条地図）

■検討手順
ⅰ）実際の自治体のデータから土地利用ポリゴンの最小単位について実態把握
ⅱ）敷地（建築基準法）、敷地（独自）、筆（14条地図、地番図）の

土地利用ポリゴンについて、それぞれのメリット・デメリットの整理
ⅲ）土地利用ポリゴンへの不動産ID付与に向けた技術課題の整理
ⅳ）最適な土地利用ポリゴンの作成方法について検討

１
不動産IDと

連携を見据えた
土地利用ポリゴン
作成手法の検討

■アウトプットイメージ →ガイダンス6章で不動産IDとの関係について紹介
・将来的に土地利用現況に関する実施要領の改訂
・土地利用ポリゴンの作成方法の標準化

２
不動産IDと
連携による

ユースケースの
検討

■異なるデータベース間での個別不動産の同定が困難
なため、多様なデータ連携や広域における土地利用
に関する分析が困難

■都市計画データと不動産情報との紐づけが困難で
あるため、都市計画基本図等の基盤地図としての活
用が限定的

■不動産IDと都市計画データを連携したUCの検討
・都市計画決定データと連携した多様な分野でのID活用
例）住民基本台帳と都市計画基礎調査データを紐づけることによる

高齢者の避難計画の検討等

課題・問題 検討概要とアウトプットイメージ検討メニュー

■アウトプットイメージ ガイダンス6章で不動産IDとの関係について紹介
・不動産局と連携した不動産IDを活用したユースケース実証（来年以降）


